
 

滋賀県がん診療連携協議会 議事結果報告書 

 

会 議 名 令和３年度 滋賀県がん診療連携協議会 第２回診療支援部会 

開 催 日 時 令和３年１０月２８日（木）15時00分～15時40分 

開 催 場 所 Zoom会議による意見交換 

出 席 者 【部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院   谷 眞至（部会長） 

滋賀県立総合病院        川上 賢三（副部会長） 

公立甲賀病院          南部 卓三 

彦根市立病院          來住 優輝 

市立長浜病院          東出 俊一 

高島市民病院          武田 佳久〈代理〉渡邊 温士 

市立大津市民病院        髙見 史朗 

東近江総合医療センター     目片 英治 

滋賀県医師会          重永 博 

滋賀県歯科医師会    （新任）秋吉 美智彦 

滋賀県看護協会         呉竹 礼子 

滋賀県診療放射線技師会     吉村 雅寛 

滋賀県病院薬剤師会       須藤 正朝 

滋賀県歯科衛生士会       土屋 奈美 

滋賀県放射線治療連絡協議会   山内 智香子 

滋賀県健康医療福祉部      大田 祐治〈代理〉宇野 千賀子 

滋賀県立総合病院        木村 和真 

【オブザーバー】 

滋賀県がん患者団体連絡協議会  天満 清央 

【事務局】 

滋賀医科大学医学部附属病院   前川 久美子 

滋賀医科大学医学部附属病院   岡田 理紗子 

滋賀医科大学医学部附属病院   渡邉 加代子 

                                    （敬称略） 

欠 席 者 【部会員】 

淡海医療センター        戸川 剛 

済生会滋賀県病院        重松 忠 

近江八幡市立総合医療センター  石川 博己 

長浜赤十字病院         塩見 尚礼 

滋賀県薬剤師会         大西 延明 

【準部会員】 

滋賀医科大学医学部附属病院   醍醐 弥太郎 

（敬称略） 

大津赤十字病院の部会員については、現在未定となっている。 

議 事 概 要 １．報告等 

・昨年の第1回メール会議から新しく部会員となられた方、及びオブザーバーの方の紹介

があった。 

 ・前回の部会の議事概要について再度確認の依頼があった。 

  

２．議題 



 

（１）令和３年度の取組について 

１）「がん診療連携拠点病院等のがん診療に関する機能分担の評価の検討」、「がん医療の質

の向上に向けたアウトカム評価の検討」 

  『がん情報しが』に掲載している「がん診療に関するトピックス」について、各病院に

照会し、新着情報順、医療圏別・病院別に取りまとめた。修正等があれば事務局に連絡し

ていただきたい。 

 

２）治療法一覧について 

  同じく『がん情報しが』に掲載している「治療法一覧」について、各病院照会し、追加・

修正があった部分を赤字で示している。追加修正等があれば事務局に連絡していただきた

い。 

 

３）各団体の取組について 

   各団体より取組についての報告があった。 

（滋賀県医師会） 

・がん検診やがん患者就労支援をテーマにした産業医研修会への共催を考えている。 

・滋賀県がん診療連携協議会ならびに各部会への参画 

・滋賀県がん対策推進運動への参画 

・がんをテーマにした研修会への日医生涯教育制度指定講習会の単位を発行予定。 

（滋賀県歯科医師会） 

例年通り引き続き、口腔がんチェック事業を実施する。口腔がんチェック推進歯科医院

は定期的に募集し、実施医院のさらなる増加を図る予定。がん患者（手術前／薬物・放射

線治療／終末期）の口腔ケアに係る医科歯科連携を推進し、がん連携登録歯科医療機関に

よる医科歯科連携を引き続き実施する。 

（滋賀県看護協会） 

  がん患者の看護についての研修会を8/10に開催し、62名の参加があった。 

（放射線技師会) 

集会型の研修会も検討しているが、基本的にはウェビナー主体で開始。11/11に大腸がん

をテーマに定期研修会を開催予定。その他多くの研究会を開催予定。 

 （滋賀県病院薬剤師会） 

  昨年はコロナ禍で開催出来なかった研修会を、今年7月から再開し、今年度は３回開催予

定である。今後はコンスタントに開催したい。 

（滋賀県歯科衛生士会） 

滋賀県歯科衛生士会生涯研修会を10/24に開催し、一般46名、歯科衛生士養成学校の学

生29名の参加があった。 

（滋賀県放射線治療連絡協議会） 

年2回の連絡協議会世話人会・研修会の開催を予定していたが、コロナの影響で今年度は

まだ開催出来ておらず、今年度中に1回は開催予定。また、がん診療に関するセミナー・市

民公開講座等の開催における後援を行っており、協議会に参加している施設間の協力体制

については、対面ではなくメール等で情報交換を行っている。 

 

４）ＨＰの拡充 

 アクセス数について、前年度比では軒並み上昇しているところであるが、この「がん情

報しが」のアクセス状況を数値目標としていることについて、本当に適切かどうか疑問を

感じている方もあると思うので、それに代わる適切なものがあれば、事務局までご意見を

いただきたい。 

 

（２）部会の取り組み評価（中間評価）について 

１）アクションプランについて 



 

  計画どおり順調に取り組んでいるが、期間の途中であるためＢ評価としている。問題が

あれば事務局までに連絡していただきたい。 

 

２）ＰＤＣＡサイクルについて 

  （案）のとおり了承された。 

 

（３）その他 

１）県からの情報提供 

  令和3年度滋賀県がん診療連携協議会第1回企画運営委員会の滋賀県健康医療福祉部資

料について、滋賀県健康医療福祉部から報告があった。 

１．がん診療連携拠点病院等の指定状況 

7/15開催の第19回がん診療連携拠点病院等の指定に関する検討会より、高島市民病院に

医療安全管理者の要件未充足の勧告があったが、今年度中に研修を受講し、要件クリアと

なる見込みである。 

２．今年度事業について 

新規のアピアランスサポート事業について、市町が行う助成費用の２分の１(上限

5,000円)を補助するということで、実施を行う市町が増え、現在11市町が申請してい

る。来年度も実施する市町の増加が見込まれる。 

→谷部会長より、アピアランスサポート対象の市町の情報が、がん情報しがに掲載さ

れているのかとの質問があり、県より、現在は予算取りした後の計画書の段階のため未

掲載だが、元々行っていた6市町や東近江市は、市町の方で情報を発信していると思われ

るとの回答があった。    

３．滋賀県がん対策推進計画（第3期）中間評価について 

昨年、中間評価の年度であったが、新型コロナの影響で延長になっている。10/11開催

された滋賀県がん対策推進協議会では、中間評価の指標について「がん検診受診率の評

価指標の見直し」 「緩和ケアの質の評価指標を新規に設定 」「病理診断の評価指標目

標値の見直し」が行われ、それに基づき今年度中に評価を終える予定である。滋賀県保

健医療計画については、来年6月頃に評価を行う予定である。 

４．令和３年度予算について 

従来からの事業を、今年度もほぼ推進している状況である。 

 

２）がん患者団体からのご意見等について  

  次のとおり、がん患者団体連絡協議会及び部会員から発言があった。 

①在宅医療や訪問介護を行っておられる滋賀県内の病院や診療所で、緩和ケアの状況を知

りたい。 

（がん患者団体連絡協議会） 

コロナで自由に病院面会が出来ない、医療関係者とのコミュニケーションが難しい状況

の中、自宅で療養していきたいという声が高まっているが、終末期の患者さんに訪問診療

や緩和ケア体制がある診療所の情報が充分に届いていないと感じている。体調が辛い中で

も自身で探さないといけなかったという声があった。地域差もあると思うが、なかなか在

宅医療にたどり着けない患者さんも多く、均てん化もできればと感じている。県知事と面

談した際には、県とともに積極的な情報提供が出来るような形で進めていくとの話があっ

た。 

（滋賀県放射線治療連絡協議会） 

相談事があれば、まずは相談支援センターの窓口に相談いただくようご案内いただきた

い。また情報提供として、1/29に第13回滋賀県がん医療フォーラムを会場とオンライン配

信のハイブリッド形式にて、「がんの在宅医療」というテーマで開催するので、是非参加い

ただきたい。 

（谷部会長） 



 

がん患者の症状や苦しみ等の困っている内容によって対応出来る診療所が変わってく

ると思うが、例えば、痛み・栄養の他に、どのような内容・項目がわかれば役に立つ情報

になるのか。 

（がん患者団体連絡協議会） 

相談窓口については、コロナ禍で病院に行くのも躊躇する状況なので、今回のような話

が出てきたと思われる。がん患者の困っている項目が、どの程度わかれば有用になるかと

いう視点がなかったので、持ち帰り検討する。 

（滋賀県医師会） 

大津市医師会のことではあるが、コロナ禍で閉鎖していた市立大津市民病院の緩和ケア

病棟が再開される。また在宅療養推進部で検討中であるが、緩和ケアが出来る診療所を増

やそうと進めており、是非この話を進めていきたい。 

 

②「がん教育スピーカーバンク」の設立について 

（がん患者団体連絡協議会） 

学校教育関係者ががん教育の講師依頼を進めるために、医療機関のどこに相談したらよ

いのかを載せて拡充していきたい。追って依頼するのでご協力いただきたい。 

 

③「滋賀がん患者力.com」のアンケートについて 

（がん患者団体連絡協議会） 

 8月より、協議会の方でコロナ禍におけるがん医療についてのアンケートを実施し、多く

の患者さんから「感染症対策の中で面会ができない」、「医療者との会話が出来ない」、「辛

かった」、「寂しかった」等の声や、また医療関係者に対しての感謝の声もいただいた。そ

の104の声をとりまとめ、滋賀県知事に報告した。継続してアンケートを行っているので、

医療者からも生の声をいただきたい。 

 

そ の 他 特になし 

 以上のとおり報告します。                        令和 ３年１１月２６日 

滋賀県がん診療連携協議会 会長 一山 智 様 

   診療支援部会 部会長 谷 眞至 


